
旨要の容内文論

博士論文題 目 
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船谷 浩之 

(論文審査結果の要旨)

情報爆発と言われる現在,情報を効率的に処理する数理アルゴリズムは技術的

にも経済的にも重要な役割を果たしている.これらのアルゴリズムには,最適

解を見つける数理計画法やデータを統計的性質に基づいて処理する機械学習な

どが含まれる.その重要性にもかかわらず,数理アルゴリズムにはそのメカニ

ズムが明らかになっていないものが少なくない.本研究はそれらのうち三つの

アルゴリズムに焦点を絞 り,その性質を理論的に明らかにしたものである.

一つめは準最適化アルゴリズムの一種である遺伝的アルゴリズム (GA)を対象と

している. GAは短時間で比較的性質のよい解を見つけることが知られているが,

その理由は不明である.本研究では GAの状態遷移をネットワークとみなし,複

雑ネットワークとしての性質を調べるという独特のアプローチにより ,GAに含

まれる二つの演算,交差と突然変異の影響を理論的に明らかにした.

二つめは非線形二値判別器であるサポー トベク トルマシン (SVM)を対象として

いる.従来の SVMはすべての例題を同等に扱 うが,例題が時間経過とともに与

えられる場合も多く,その場合には適応フィルタにおける RLSアルゴリズムの

ような忘却係数を導入することが可能である.本研究は統計的漸近論を用い,

忘却係数を持つ SVMの学習曲線を導出した.

三つめは神経スパイク列の情報幾何学に関するものである.神経スパイク列の

特徴量の推定問題は,数学的にはセミパラメ トリック推定として定式化され,

その求解には推定関数法が用いられる.本研究は情報幾何学を用い,不応期を

持つ神経細胞の特徴量を推定するための最適な推定関数を導出した.

以上をまとめると,本論文は,最適化あるいは機械学習における重要なアルゴ

リズムについて,高度な数学的手法を用いてその性質を数理的に明らかにした

ものであり,数理アルゴリズムの理論的裏付けに応用に大きく寄与するもので

ある.したがって,博士 (工学)の学位に値するものと認められる.


